
晨
光
会
と
新
興
大
和
絵
会

大
正
期
半
ば
の
日
本
画
科
に
お
い
て
は
、
帝
室
技
芸
員
小
堀
靭
音
、
川
合
玉

堂
の
大
御
所
格
教
授
は
別
格
と
し
て
、
特
に
生
徒
の
人
気
を
呼
ん
だ
の
は
結
城

素
明
と
松
岡
映
丘
で
あ
っ
た
。
両
者
は
当
時
の
文
展
、
帝
展
の
実
力
者
で
あ

り
、
前
者
が
自
然
観
察
に
基
づ
く
清
新
な
装
飾
画
風
を
展
開
す
れ
ば
、
後
者
は

大
和
絵
の
研
究
を
土
台
と
す
る
新
味
あ
る
作
風
を
試
み
る
と
い
う
風
に
、
作
風

こ
そ
違
え
、
と
も
に
研
究
意
欲
盛
ん
な
と
こ
ろ
を
示
し
、
し
か
も
教
育
に
も
情

熱
を
注
い
だ
の
で
、
生
徒
も
啓
発
さ
れ
、
お
の
ず
と
素
明
派
、
映
丘
派
に
分
か

れ
て
対
抗
意
識
を
燃
や
し
な
が
ら
勉
強
に
励
む
と
い
う
形
勢
が
生
じ
た
。

素
明
派
の
生
徒
は
、
卒
業
後
大
正
七
年
に
晨
光
会
を
結
成
し
た
。
結
成
の
事

情
を
同
年
十

一
月
八
日
付
『
報
知
新
聞
』
は
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。
な

ぉ
、
こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
最
初
は
会
名
を
紅
藍
社
と
称
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

轡
年
甕
家
の
紅
藍
社
生
る

美
術
學
校
の
日
本
霊
I

—
卒
業
生
二
派
に
分
る

従
来
美
術
學
校
日
本
霊
卒
業
生
間
に
組
織
せ
ら
れ
た
る
行
樹
社
が
兎
角
不
振

を
極
め
今
年
の
如
き
は
一
回
も
展
覧
會
を
開
か
ざ
る
に
反
し
同
じ
く
日
本
聾

〔復
j

科
出
身
の
松
岡
映
丘
氏
等
の
所
謂
複
古
土
佐
派
は
近
来
文
展
に
於
て
優
秀
の

地
位
を
占
め
漸
く
地
盤
を
築
き
っ

4
あ
る
現
状
に
促
太
れ
て
松
岡
氏
一
派
の

手
法
と
容
れ
ざ
る
篠
田
柏
邦
、
矢
澤
弦
月
、
小
泉
勝
爾
、
太
田
義
一

、
友
田

治
夫
、
勝
山
恒
射
、
星
川
清
雄
の
諸
氏
は
這
程
一
園
證
を
組
織
し
て
大
に
日

本
霊
壇
の
革
新
を
叫
び
主
義
と
し
て
現
生
活
を
基
礎
と
し
た
る
清
新
の
藝
術

を
宜
博
せ
ん
と
す
る
由
な
る
が
彼
等
の
園
憫
組
織
は
學
校
日
本
聾
科
出
身
生

の
二
潮
流
を
明
ら
か
に
示
す
も
の
に
し
て
其
第
一
回
展
覧
會
を
開
く
は
来
春

⑪
 

晨
光
会
第
一
回
展
は
大
正
八
年
七
月
に
高
島
屋
呉
服
店
楼
上
で
開
か
れ
、
星

川
清
雄
、
友
田
治
夫
、
勝
山
恒
射
、
太
田
義
一

、
矢
沢
弦
月
、
小
泉
勝
爾
、
篠

田
柏
邦
ら
七
名
が
、
自
然
を
題
材
と
し
た
写
実
味
あ
る
作
品
を
発
表
し
、
各
紙

に

「
全
部
で
二
十
枚
ば
か
り
で
あ
る
が
員
面
目
に
努
力
し
た
こ
と
が
何
よ
り
氣

持
ち
が
よ
い
」
「
通
観
し
て
何
等
周
園
の
影
響
を
受
け
ず
自
然
に
到
し
て
理
智

的
に
而
も
質
在
性
に
富
ん
だ
窟
意
を
努
め
て
ゐ
る
こ
と
が
解
る
」
「
第

一
回
と

し
て
は
可
な
り
な
成
功
で
あ
る
」
な
ど
と
、
好
評
を
以
て
迎
え
ら
れ
た
。
ま

た
、
第
二
回
展
以
降
、
根
上
富
治
、
畠
山
錦
成
、
常
岡
文
亀
、
日
下
八
光
ら
も

加
わ
っ
て
大
正
十
五
年
ま
で
活
動
を
続
け
た
。

一
方
、
映
丘
系
の
卒
業
生
は
大
正
十
年
に
新
興
大
和
絵
会
を
結
成
し
た
。
そ
の

第
一
回
展
に
つ
い
て
は
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
二
十
巻
第
二
号
に
、

新
興
大
和
箱
會
第
一
回
展
覧
會
、
松
岡
映
丘
、

川
路
柳
虹
、
雨
氏
を
顧
問
と

し
、
岩
田
〔
正
巳
〕
、
狩
野
〔
光
雅
〕
、

遠
藤
〔
教
三
〕
、

穴
山

〔
勝
堂

・
義

乎
、
図
画
師
範
科
卒
〕
の
四
氏
同
人
た
る
同
會
は
第
一
回
作
品
稜
表
を
〔
大

正
十
年
〕
五
月
八
日
よ
り
同
十
二
日
迄
上
野
松
坂
屋
に
於
て
開
催
せ
り
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
の
ち
に
山
口
蓬
春
、
高
木
保
之
助
、
長
谷
川
路
可
も
参
加

し
て
活
発
な
研
究
活
動
を
続
け
、
昭
和
六
年
二
月
に
解
散
し
た
（
同
誌
第
二
十
九

巻
第
八
号

「
芸
苑
羮
報
」
欄
参
照
）
。
今
苔
員
の
う
ち
、
山
口
蓬
春
、

高
木
保
之
助
、

岩
田
正
巳
ら
が
官
展
で
名
を
馳
せ
た
の
に
対
し
て
遠
藤
教
三
、
穴
山
勝
堂
、
狩

相
で
あ
る

三
月
頃
名
稲
も
紅
藍
祉
と
大
に
陣
容
を
整
へ
て
青
年
聾
家
の
氣
焙
を
畢
ぐ
る
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略〕

〔下

野
光
雅
ら
は
専
ら
新
興
大
和
絵
会
の
み
に
作
品
を
発
表
し
な
が
ら
研
鑽
を
重
ね

た
。
な
お
、
本
書
第
二
巻
の
校
友
会
文
学
部
、
ア
プ
サ
ン
ト
会
、
行
樹
社
な
ど

の
項
に
名
前
が
頻
繁
に
登
場
す
る
川
路
柳
虹
は
上
記
の
月
報
記
事
に
も
あ
る
と

お
り
同
会
顧
問
で
あ
っ
た
が
、
彼
は
同
会
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い

る。

新
興
大
和
綸
會
は
松
岡
映
丘
の
か
つ
て
示
し
た
大
和
綸
の
現
代
化
の
道
を

本
道
と
し
て
進
ま
ん
と
す
る
少
牡
聾
家
の
二
幽
で
‘
―
つ
の
主
義
を
捧
持

し
、
そ
れ
を
忠
質
に
賞
現
し
よ
う
と
す
る
黙
に
於
て
は
、
小
圃
儒
中
最
も
意

〔
マ
マ

〕

義
あ
る
會
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
顧
問
と
し
松
岡
映
丘
と
共
に
、
筆
者
自
身
も

閥
興
し
て
ゐ
る
の
で
批
判
の
立
場
か
ら
見
て
、
或
は
誤
解
を
受
け
や
す
い
位

置
に
ゐ
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
同
好
同
趣
と
い
ふ
で
も
な
く
、
箪
な
る
門
下
生

の
聾
塾
的
園
憫
で
も
な
く
、
そ
れ
ら
と
は
別
に
獨
立
し
た
主
張
あ
る
と
い
ふ

こ
と
に
於
て
は
兎
も
角
―
つ
の
特
徴
あ
る
園
腔
で
あ
る
こ
と
は
断
言
し
う
る

〔
巳
〕

と
思
ふ
。
會
員
は
現
在
、
岩
田
正
己
、
遠
藤
数
三
、
穴
山
義
平
、
狩
野
政
次

郎
、
山
口
三
郎
、
高
木
保
之
助
の
六
人
で
あ
る
が
、
み
な
最
近
の
東
京
美
術

學
校
の
卒
業
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
の
制
作
は
各
自
に
―
つ
の
特
徴
は
も

つ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
出
稜
の
基
調
に
於
て
日
本
聾
の
源
流
と
し
て
の
倭
箱
に

根
捩
を
も
ち
、
そ
の
描
法
賦
彩
を
今
日
の
理
智
的
観
察
か
ら
新
た
に
改
愛
し

よ
う
と
す
る
こ
と
に
於
て
一
致
し
、
所
謂
漫
然
た
る
西
洋
盟
法
の
採
揮
に
は

立
つ
て
ゐ
な
い
も
の
で
あ
る
。
群
緑
本
位
の
賦
彩
法
や
風
景
聾
本
位
的
に
な

る
傾
向
や
が
未
だ
多
少
輩
調
な
感
じ
は
典
へ
て
も
こ
の
貼
に
確
信
を
も
つ
て

出
立
し
て
ゐ
る
こ
と
に
於
て
前
途
に
充
分
望
み
を
啜
し
う
る
と
思
ふ
。

例
年
各
学
生
二
亘
リ
右
出
品
製
作
二
没
頭
ス
ル
者
多
ク
為
メ
ニ
九
月
始
業
後

出
席
者
少
ク
且
又
偶
々
右
展
覧
會
二
入
撰
ス
ル
者
ァ
ル
モ
為
メ
ニ
慢
心
ヲ
生

ジ
易
ク
其
后
ノ
修
業
上
甚
面
白
カ
ラ
ザ
ル
結
果
ヲ
生
ズ
ル
コ
ト
ア
ル
ガ
為
メ

ニ
シ
テ
需
キ
ニ
教
官
合
議
ノ
上
決
定
ス

大

正

十

年

六

月

十

五

日

東

京

美

術

學

校

日

本

甕

科

右
取
扱

こ
れ
に
つ
い
て
『
書
画
骨
董
雑
誌
』
第
百
五
十
九
号
（
同
年
九
月
）
は
、

科
主
任
教
授
川
合
玉
堂
の
、
一
、
二
、
三
年
生
は
ま
だ
基
礎
教
育
期
間
で
あ
る

か
ら
帝
展
出
品
は
百
害
あ
っ
て
一
利
な
く
、
そ
の
た
め
出
品
を
禁
止
し
た
と
い

う
談
話
を
報
じ
て
い
る
。

理
由

大
正
十
年
六
月
十
四
日

⑫
 

日
本
画
科

山

田

同
廉

（
『
現
代
日
本
美
術
界
』
大
正
十
四
年
、
中
央
美
術
社
）

日
本
画
科
生
徒
の
帝
展
出
品
制
限

大
正
十
年
六
月
、
日
本
画
科
教
官
会
議
に
お
い
て
同
科
生
徒
の
帝
展
出
品
を

制
限
す
る
た
め
に
次
の
よ
う
な
決
定
が
な
さ
れ
た
。

帝
国
美
術
院
展
覧
會
出
品
二
関
ス
ル
掲
示
案

帝
展
出
品
二
関
ス
ル
注
意

営
科
生
徒
ニ
シ
テ
右
展
覧
会
二
出
品
ス
ル
者
ハ
卒
業
期
、
第
四
年
級
生
徒
ニ

限
リ
差
許
ス
コ
ト
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